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パネルディスカッション : 社会労働資料活用の可
能性と未来












































































架延長約 1.3 ㎞，池袋なら立教大学からサンシャイン 60 に至るくらいの資料を，スタッフ 2 名と，









　そして 2007 年，労働資料協の総会に参加した藤林さんが，「2008 年から学習院大学にアーカイ
ブズの専門課程ができるらしい」と聞きつけてきて「平野さん，勉強してきたら？」と言うので，


































　皆さんよくご承知の，デトロイトの Wayne State University のアーカイブズ。これは労働組合，







































































































































































































　平野　それで思い出したのですが，大原社研もメンバーである IALHI（the International 
Association of Labour History Institutions：労働史研究機関国際協会，事務局はオランダの社会史
国際研究所）が，2013 年に社会史ポータル（Social History Portal）を構築・公開しました。EU
からの助成によりヨーロッパ 11 カ国 15 機関が所蔵する社会運動資料をデジタル化し，書誌データ
を共有化してヨーロピアーナ（Europeana）からも検索できるようにするプロジェクト，Heritage 



















































































































　熊沢　30 年も！　第 1 巻は戦前篇ですよね。私が執筆したのはもっとあとの 1980 年～ 90 年代
のいくつかの巻でしたが，あれだけ膨大な仕事ができたというのは，まだ橋下徹が登場していな
かったということもあるけれど，ひとつは連合大阪がずっと支援していたということが大きい。な
んだかんだ言っても，連合大阪は，そういう労働史研究に，ひいては労働文化の表現にずっと寄与
してきました。全労連もそうでしょう。連合と全労連は，労働文化を維持・発展する営みで競いあ
えばいいと思うのです。
　文化という側面から，日本に漂う労働離れの空気みたいなものを変える。文献やオーラル・ヒス
トリー記録の保存とか講演会に留まらず，音楽でも，映画でも，演劇でも，広い意味で労働に関わ
る文化表現を守り育てたい。卑近な商業主義の支配が進んで，今，そういうのが日本ではきわめて
乏しいじゃないですか。1990 年代後半くらいからいっそう際立ってきましたね。それが労働図書
館の困難を包囲しているのです。労働文化を復権しなくてはならない。一般論になってしまいまし
たが，そうつよく感じます。
補足
　その後，フロアからは 2 つの質問・コメントがあったが，誌面制約の関係で省略する。質問・コメ
ントは，①特定秘密保護法と情報公開法が記録を残すというアーカイブズ活動に及ぼす影響，および 
②研究者が生存中から資料の移管を進める必要性であった。
　最後に，コーディネーターの立場から，社会労働資料の保存・活用についての考えを簡単に述べる。
社会労働資料の保存にはリソースが必要であることはパネルディスカッションでも指摘された。しか
しリソース以上に必要なのは，多くの研究者や市民が社会労働資料を「興味深い」ものと認識し，活
用していきたいというモチベーションをもつことではないだろうか。モチベーションを高めるにはど
うしたら良いのだろうか。ひとつの可能性として，ジェンダー，エスニシティ，環境等の新たな分析
視角で社会労働運動の歴史を捉えなおす重要な「素材」として，社会労働資料の活用の可能性を広く
アピールすることを挙げることができる。そのためには，大会等の労働組合の正式な機関資料だけで
なく，労働運動内のマイノリティの声および労働と領域を接した社会運動が発信する様々な情報（映
像などの文化作品も含め）も幅広く収集していく必要があると考える。
 （鈴木　玲）
